
（１） 2023 年 8 月 21 日（月）	 　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　No.2644

        No. 2644
2023 年 8 月 21 日

【
う
ら
へ
続
く
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
巡
る
巨
額
発
注

　
　
　
大
企
業
８
社
が
独
占

　
　
　
10
年
２
８
１
０
億
円
の
９
割

　

台
風
６
号
、
大
き
な
被

害
。「
６
号
は
動
き
が
異
常

に
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
」「
宮

崎
県
で
は
総
雨
量
が
８
月

１
か
月
分
の
降
水
量
を
上

回
っ
た
所
も
あ
っ
た
」「
長

崎
の
原
水
爆
禁
止
大
会
は

１
日
早
め
て
終
了
し
た
」

アインシュタインと核廃絶
　　　　　Oh,Weh!

　

第
二
次
大
戦
時
、
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ヒ
ト

ラ
ー
が
核
爆
弾
を
開
発
し

て
い
る
と
の
話
を
信
じ
て
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領

に
宛
て
た
原
子
爆
弾
の
開

発
を
促
す
書
簡
に
署
名
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
４
年

で
最
初
の
原
子
爆
弾
は
完

成
し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
と

き
、
彼
は
原
爆
の
使
用
が

　

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
調
べ

（
７
月
31
日
）
に
よ
る
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
運
用
を

担
う
「
地
方
公
共
団
体
情

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

導
入
す
る
政
府
の
計
画
も

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
持
つ
す
べ
て
の
機
能
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

搭
載
」
す
る
と
い
う
財
界

（
経
済
同
友
会
）か
ら
の
要

求
。
財
界
本
位
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
事
業
を
拡
大
し
、

大
企
業
ば
か
り
が
潤
う
構

図
で
す
。
国
民
の
た
め
と

は
言
え
な
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
事
業
は
中
止
す
べ
き

で
す
。

報
シ
ス
テ
ム
機
構
」（
Ｊ
―

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
が
、
２
０
１
３

年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、

２
８
１
０
億
円
超
を
発
注
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
少
数
の

大
企
業
が
独
占
的
に
受
注

し
て
い
ま
し
た
。

　

同
機
構
の
13
～
22
年
度

の
契
約
実
績
は
図
の
と
お

り
。
受
注
額
の
大
き
い
上

位
民
間
企
業
８
社
は
表
の

と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の

企
業
で
契
約
金
額
の
９
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
26
年
中
に
新
し
い

な
か
っ
た
と
安
堵
し
ま
し

た
。
し
か
し
広
島
・
長
崎

へ
の
原
爆
投
下
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
き
、O

h,W
eh!

と

嘆
き
、
絶
句
し
た
と
い
い

ま
す
。

　

日
本
で
最
初
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
す
る
湯
川
秀

樹
は
１
９
４
８
年
に
訪
米

中
で
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
が
湯
川
博
士
の
研

究
室
を
訪
れ
、
手
を
握
り
、

涙
を
流
し
な
が
ら
「
ど
う

ぞ
許
し
て
く
だ
さ
い
」
と

何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

彼
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
７
号
、
お
盆
休
み

を
直
撃
。「
15
日
午
前
５
時

頃
、
和
歌
山
県
の
潮
岬
付

近
に
上
陸
」「
関
西
な
ど
で

大
雨
や
暴
風
に
よ
る
災
害

が
相
次
い
だ
。
静
岡
県
で

は
竜
巻
が
発
生
し
た
」「
鳥

取
県
に
は
大
雨
特
別
警
報

が
出
た
」「
飛
行
機
が
欠

航
、
新
幹
線
も
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
た
」「
東
海
道
新

幹
線
は
盛
り
土
部
分
が
多

い
の
で
雨
に
弱
い
と
い

う
」「
実
家
に
帰
っ
た
が
大

阪
駅
の
大
混
雑
を
知
り
、

東
京
に
戻
る
の
を
１
日
ず

ら
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ガ
ソ
リ
ン
値
上
が
り
。

「
13
週
連
続
だ
」「
原
油
価

格
の
高
騰
と
政
府
の
補
助

金
縮
小
の
た
め
だ
」「
帰
省

で
車
を
使
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
厳
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
題
。「
保
険
加
入
者
の
ひ

統
領
へ
の
書
簡
へ
の
署
名

を
生
涯
悔
や
み
ま
し
た
。

１
９
５
５
年
に
核
兵
器
廃

絶
と
戦
争
反
対
を
訴
え
る

「
ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
宣
言
」
に
署
名
し
、

平
和
運
動
を
続
け
ま
し
た
。

湯
川
博
士
も
死
の
直
前
ま

で
反
戦
と
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
続
け
ま
し
た
。

O
h,W

eh!

（
あ
あ
、
な
ん

た
る
こ
と
だ
！
）　

ド
イ

ツ
語
で
苦
痛
を
意
味
す
る

言
葉
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

も
付
け
作
業
の
遅
れ
で
使

用
不
能
カ
ー
ド
が
40
万
件

超
あ
る
と
の
こ
と
」「
窓
口

で
使
え
な
い
の
は
困
る
。

紙
の
健
康
保
険
証
の
ま
ま

で
い
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
イ
島
で

山
火
事
。「
17
日
現
在
、死

者
は
１
１
０
名
に
な
っ
て

い
る
、
行
方
不
明
者
も
多

数
い
る
と
い
う
」「
異
常
な

乾
燥
状
態
と
強
い
ハ
リ

ケ
ー
ン
で
大
火
災
が
起

う
一
度
見
た
が
や
は
り
良

か
っ
た
」「
イ
ン
パ
ー
ル
作

戦
で
司
令
部
が
逃
げ
て
、

残
さ
れ
た
部
隊
が
苦
労
し

た
話
も
」「『
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
た
ち
の
戦
争
』
も
よ

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

雨
不
足
。「
関
東
は
猛
暑

と
雨
不
足
で
首
都
圏
の
水

源
の
貯
水
量
が
大
幅
に

減
っ
て
い
る
」「
関
東
最
大

こ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

戦
争
関
連
の
テ
レ
ビ
番

組
が
話
題
に
。「
今
年
は
戦

争
批
判
の
番
組
が
多
い
」

「核抑止論」見直せ
  締約国会議にオブザーバー参加を

　日本共産党 政府に要求
　　　ＮＧＯ討論会で

　

広
島
で
８
月
５
日
、
被

爆
者
や
与
野
党
代
表
、
有

識
者
ら
が
参
加
し
た
討
論

会
（
核
兵
器
廃
絶
日
本
Ｎ

Ｇ
Ｏ
連
絡
会
主
催
）で
、日

本
共
産
党
か
ら
志
位
和
夫

委
員
長
が
発
言
、
核
兵
器

廃
絶
に
む
け
「
日
本
政
府

に
三
つ
の
要
求
を
し
た

い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

第
１
は
、「
核
抑
止
力
」

論
を
見
直
す
こ
と
。

　

志
位
氏
は
、「
核
抑
止

力
」
論
を
公
然
と
宣
言
し

た
「
Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
ふ
れ
、「
核
兵

器
を
使
用
し
、
非
人
道
的

惨
禍
を
引
き
起
こ
す
こ
と

を
た
め
ら
わ
な
い
立
場
を

被
爆
地
か
ら
発
信
し
た
こ

と
は
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

　

第
２
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
正
面
か
ら
向
き
合

う
こ
と
。
日
本
政
府
の
条

約
参
加
を
求
め
、
11
月
の

第
２
回
締
約
国
会
議
に
少

な
く
と
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

第
３
に
、
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
第
６
条
に

基
づ
く
核
軍
縮
・
撤
廃
の

義
務
を
核
保
有
国
が
果
た

し
て
い
な
い
と
述
べ
、
具

体
化
・
実
行
を
核
保
有
国

に
迫
れ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

自
民
党
を
除
く
各
党
も

日
本
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
を
求
め
ま
し
た
。

　

米
海
兵
隊
は
７
月
21
日
、

昨
年
６
月
８
日
に
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
発
生
し

た
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の

墜
落
事
故
に
つ
い
て
の
報

オ
ス
プ
レ
イ
墜
落

ク
ラ
ッ
チ
の
不
具
合
が
原
因

　
　
　
　
米
海
兵
隊
が
事
故
報
告
書

　
欠
陥
機
は
飛
行
を
停
止
し
撤
去
を

告
書
を
公
表
し
、
ロ
ー

タ
ー
（
回
転
翼
）
の
ギ
ア

ボ
ッ
ク
ス
と
エ
ン
ジ
ン
を

つ
な
ぎ
、
動
力
を
伝
達
す

る
ク
ラ
ッ
チ
の
不
具
合
が

原
因
だ
と
結
論
付
け
ま
し

た
。
同
機
の
構
造
的
欠
陥

ぶ
り
が
改
め
て
鮮
明
に
な

り
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
た
制
御
不
能
に

な
る
か
分
か
ら
な
い
状
態

の
下
で
、
低
空
飛
行
訓
練

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と

が
ど
れ
ほ
ど
危
険
か
。
欠

陥
機
は
直
ち
に
飛
行
を
停

止
し
、
撤
去
す
べ
き
で
す
。

「武蔵野研究センタの風景」

  日比谷同友会会報に掲載

　

日
比
谷
同
友
会
の
会
報

N
o.242

（2023

年
7
月

発
行
）
に
通
研
Ｏ
Ｂ
若
松

倫
夫
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ

「
武
蔵
野
研
究
セ
ン
タ
の

風
景
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　

セ
ン
タ
の
中
や
周
辺
を

描
い
た
31
枚
の
風
景
画
に

そ
れ
ぞ
れ
解
説
が
つ
い
て

い
る
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
人

た
ち
か
ら
「
素
晴
ら
し
い

ス
ケ
ッ
チ
だ
」「
懐
か
し

い
」と
喜
ば
れ
て
い
る
。若

松
さ
ん
は
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン

ス
に
も
ス
ケ
ッ
チ
を
寄
せ

て
く
だ
さ
る
方
だ
。
会
報

に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
印

刷
の
関
係
で
モ
ノ
ク
ロ
の

絵
だ
が
、
美
し
い
カ
ラ
ー

の
原
画
を
若
松
さ
ん
の
Ｈ

Ｐ
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
比
谷
同
友
会
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
親

睦
組
織
、
電
友
会
の
本
社

地
方
本
部
で
あ
る
。
様
々

な
サ
ー
ク
ル
や
催
し
が
あ

り
、
楽
し
く
旧
交
を
温
め

て
い
る
。　
　
（
Ｓ
）

「
政
府
の
軍
拡
方
針
に
危

機
を
感
じ
て
い
る
関
係
者

も
多
い
の
で
は
な
い
か
」

「
BS
で『
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ

ス
ト
』を
や
っ
て
い
た
。も

の
八
木
沢
ダ
ム
の
貯
水
率

が
36
％
に
低
下
。
都
心
で

は
取
水
制
限
の
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

甲
子
園
・
高
校
野
球
。

「
猛
暑
の
中
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
。
今
夏
か
ら
実
施

さ
れ
た
ク
ー
リ
ン
グ
タ
イ

ム
は
一
息
つ
け
る
」


